
　

目　
　

次

ペ
ー
ジ

 
告

示

〇
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
申
請 

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
促
進
室
）　

　

一

〇
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定 

（
障
害
福
祉
課
）　

　

一

〇
漁
業
災
害
補
償
法
に
基
づ
く
同
意
の
届
出
の
審
査
結
果
（
区
域
内
特
定
養

　

殖
業
者
） 

（
農
林
水
産
経
営
支
援
課
）　

　

一

〇
公
有
水
面
埋
立
て
の
免
許
出
願
書
及
び
関
係
図
書
の
縦
覧 

（
港　

湾　

課
）　

　

二

〇
県
指
定
金
融
機
関
等
の
名
称
、
位
置
及
び
取
扱
事
務
の
範
囲
に
関
す
る
規
程
の
一
部

　

を
改
正
す
る
告
示 

（
会　

計　

課
）　

　

三

 
公

告

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
係
る
落
札
者
の
決
定 

（
情
報
シ
ス
テ
ム
課
）　

　

三

〇
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了 

（
建
築
宅
地
課
）　

　

三

監
査
委
員

〇
定
期
監
査
結
果
に
対
す
る
措
置
の
公
表 

　
　

四

 
告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
八
十
五
号

　

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
特
定
非
営
利
活
動

法
人
の
定
款
の
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
五
項
で
準
用
さ
れ
る
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告

示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
四
月
二
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
エ
コ
シ
ョ
ッ
プ
か
く
だ

一　

代
表
者
の
氏
名 

古
積　

恭
子

二　

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

角
田
市
角
田
字
町
二
百
二
十
三
番
地
一

三　

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的 

こ
の
法
人
は
、
環
境
負
荷
の
軽
減
に
向
け
て
、
ご
み
の
減
量
化
と
有
効
利
用
を
図

る
た
め
、
紙
類
の
分
別
収
集
及
び
古
紙
再
生
品
の
利
用
促
進
並
び
に
生
ご
み
肥
料

化
の
促
進
を
主
と
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に
関
す
る
事
業
等
を
行
い
、
環
境
保
全

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

四　

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日 

平
成
二
十
年
四
月
四
日

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
八
十
六
号

　

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
四
月
二
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
八
十
七
号

　

漁
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
五
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
百
二
十
五
条
の
六
第
三
項

に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
五
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
の
あ
っ
た
次
の
加
入
区
に
係
る
区
域
内
特
定
養
殖

業
者
の
共
済
契
約
の
締
結
の
申
込
み
又
は
規
約
の
設
定
に
つ
い
て
の
同
意
は
、
法
第
百
二
十
五
条
の
六
第
一
項
に
規
定

す
る
要
件
に
適
合
す
る
も
の
と
認
め
る
。

　
　

平
成
二
十
年
四
月
二
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
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事

業

所

番

号

〇
四
一
〇
三
〇
〇
一
八
〇

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

さ
く
ら
学
園

塩
竈
市
杉
の
入
四－

三

－

八

指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
種
類

就
労
移
行
支
援

就
労
継
続
支
援
Ａ
型

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

設
置
者
名

社
会
福
祉
法
人

嶋
福
祉
会

指
定
年
月
日

平
成
二
十
年

四
月
一
日

〇
四
一
〇
九
〇
〇
〇
八
八

さ
く
ら
ん
ぼ

多
賀
城
市
栄
一－

一－

二
十
五

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

社
会
福
祉
法
人

嶋
福
祉
会

平
成
二
十
年

四
月
一
日

〇
四
一
二
六
〇
〇
一
六
五

梨
花
宮
城
郡
利
府
町
加
瀬
字

川
迎
二
十
八－

一

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

社
会
福
祉
法
人

嶋
福
祉
会

平
成
二
十
年

四
月
一
日

加
入
区
の

名　
　

称

区　
　
　

域

同
意
成
立
の

届
出
年
月
日

発
起
人
の
住
所
及
び
氏
名

養
殖
業
の
種
類

区
域
内
特
定

養
殖
業
者
数



〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
八
十
八
号

　

公
有
水
面
埋
立
法
（
大
正
十
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
免
許
出
願
が
あ
っ

た
。

　

な
お
、
同
法
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
出
願
書
及
び
関
係
図
書
の
縦
覧
は
、
宮
城
県
土
木
部
港
湾
課
及
び
宮
城
県

仙
台
塩
釜
港
湾
事
務
所
で
行
う
。

　
　

平
成
二
十
年
四
月
二
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

出
願
年
月
日

　
　

平
成
二
十
年
四
月
十
五
日

二　

出
願
人
の
名
称

　
　

宮
城
県

三　

埋
立
区
域
及
び
埋
立
て
に
関
す
る
工
事
の
施
行
区
域

　

１　

埋
立
区
域

　
　
�
　

位
置

　

宮
城
県
仙
台
市
宮
城
野
区
中
野
字
高
松
八
十
番
地
十
二
、
同
蒲
生
字
町
八
十
八
番
地
二
に
接
す
る
地
先
公
有

水
面
及
び
同
蒲
生
字
町
八
十
八
番
地
二
並
び
に
同
九
十
七
番
地
に
接
す
る
国
有
海
浜
地
に
接
す
る
地
先
公
有
水

面

　
　
�
　

区
域

　

次
の
各
地
点
の
う
ち
、
①
の
地
点
か
ら
⑧
の
地
点
を
直
線
で
結
ん
だ
線
及
び
⑧
の
地
点
と
⑨
の
地
点
を
結
ぶ

平
成
十
九
年
度
の
秋
分
の
満
潮
位
（
Ｄ
・
Ｌ
＋
一
・
四
八
メ
ー
ト
ル
）
に
お
け
る
公
有
水
面
と
陸
地
と
の
境
界

線
及
び
①
の
地
点
と
⑨
の
地
点
を
直
線
で
結
ぶ
平
成
十
九
年
度
の
秋
分
の
満
潮
位
（
Ｄ
・
Ｌ
＋
一
・
四
八
メ
ー

ト
ル
）
に
お
け
る
公
有
水
面
と
同
区
蒲
生
字
町
九
十
七
番
地
に
隣
接
す
る
既
設
防
波
護
岸
と
の
境
界
線
に
囲
ま

れ
た
区
域

①
の
地
点　

宮
城
県
仙
台
塩
釜
港
仙
台
港
区
（
南
防
波
堤
外
端
）
に
設
置
さ
れ
て
い
る
仙
台
南
防
波
堤
灯
台

（
北
緯
三
八
度
一
五
分
五
六
秒
、
東
経
一
四
一
度
〇
二
分
四
九
秒
）（
以
下
「
基
点
」
と
い
う
。）
か

ら
二
六
八
度
五
八
分
〇
六
秒
、
一
、
六
六
九
・
七
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

②
の
地
点　

①
の
地
点
か
ら
二
四
五
度
五
六
分
四
八
秒
、
六
〇
・
五
九
メ
ー
ト
ル
の
地
点

③
の
地
点　

②
の
地
点
か
ら
二
二
一
度
一
四
分
〇
六
秒
、
一
三
七
・
七
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

④
の
地
点　

③
の
地
点
か
ら
一
三
一
度
一
四
分
〇
六
秒
、
一
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

⑤
の
地
点　

④
の
地
点
か
ら
二
二
一
度
一
四
分
〇
六
秒
、
五
・
五
九
メ
ー
ト
ル
の
地
点

⑥
の
地
点　

⑤
の
地
点
か
ら
二
七
六
度
〇
八
分
三
一
秒
、
一
一
三
・
六
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

⑦
の
地
点　

⑥
の
地
点
か
ら
三
二
一
度
〇
八
分
三
一
秒
、
一
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

⑧
の
地
点　

⑦
の
地
点
か
ら
二
七
六
度
〇
八
分
三
一
秒
、
一
四
八
・
〇
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

⑨
の
地
点　

⑧
の
地
点
か
ら
六
五
度
四
九
分
四
六
秒
、
三
八
三
・
七
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
�
　

面
積

　
　
　
　

二
九
、
三
二
二
・
七
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

　

２　

埋
立
て
に
関
す
る
工
事
の
施
行
区
域

　
　
�
　

位
置

　

宮
城
県
仙
台
市
宮
城
野
区
中
野
字
高
松
八
十
番
地
十
二
、
同
八
十
番
地
二
十
四
、
同
蒲
生
字
町
八
十
八
番
地

二
、
同
八
十
八
番
地
七
、
同
九
十
七
番
地
の
地
内
並
び
に
同
中
野
字
高
松
八
十
番
地
十
二
、
同
蒲
生
字
町
八
十

八
番
地
の
二
の
地
先
公
有
水
面
及
び
同
蒲
生
字
町
八
十
八
番
地
二
並
び
に
同
九
十
七
番
地
に
接
す
る
国
有
海
浜

地
に
接
す
る
地
先
公
有
水
面

　
　
�
　

区
域

　

次
の
各
地
点
を
順
次
直
線
で
結
ん
だ
線
及
び�
の
地
点
と�
の
地
点
を
直
線
で
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た

区
域

�
の
地
点　

基
点
か
ら
二
六
九
度
五
六
分
二
七
秒
、
一
、
六
二
三
・
六
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

�
の
地
点　
�
の
地
点
か
ら
一
七
五
度
二
七
分
一
三
秒
、
三
八
・
九
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

�
の
地
点　
�
の
地
点
か
ら
二
一
九
度
五
九
分
〇
四
秒
、
二
六
七
・
四
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点
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雄
勝
町
雄
勝

湾
第
六
加
入

区雄
勝
町
雄
勝

湾
第
七
加
入

区

平
成
十
九
年
宮

城
県
告
示
第
三

百
十
八
号
（
漁

業
災
害
補
償
法

に
基
づ
く
漁
業

共
済
に
係
る
加

入
区
の
設
定
）

で
告
示
さ
れ
た

雄
勝
町
雄
勝
湾

漁
業
協
同
組
合

の
地
区
の
う
ち

天
神
の
区
域

平
成
十
九
年
宮

城
県
告
示
第
三

百
十
八
号
（
漁

業
災
害
補
償
法

に
基
づ
く
漁
業

共
済
に
係
る
加

入
区
の
設
定
）

で
告
示
さ
れ
た

雄
勝
町
雄
勝
湾

漁
業
協
同
組
合

の
地
区
の
う
ち

立
浜
の
区
域

平
成
二
十
年

四
月
三
日

平
成
二
十
年

四
月
三
日

石
巻
市
雄
勝
町
立
浜
字
天

神
五
十
一

末
永　

勝
紀

石
巻
市
雄
勝
町
立
浜
字
天

神
十
一－

五

末
永　

良
一

石
巻
市
雄
勝
町
立
浜
字
立

浜
四
十
七

菊
地　

健
太
郎

石
巻
市
雄
勝
町
立
浜
字
立

浜
二
十
七

青
木　

春
雄

漁
業
災
害
補
償

法
施
行
令
（
昭

和
三
十
九
年
政

令
第
二
百
九
十

三
号
）
第
十
八

条
の
四
に
規
定

す
る
ほ
た
て
貝

養
殖
業

漁
業
災
害
補
償

法
施
行
令
（
昭

和
三
十
九
年
政

令
第
二
百
九
十

三
号
）
第
十
八

条
の
四
に
規
定

す
る
ほ
た
て
貝

養
殖
業

十
人

七
人



�
の
地
点　
�
の
地
点
か
ら
二
七
六
度
一
五
分
三
〇
秒
、
三
九
八
・
一
九
メ
ー
ト
ル
の
地
点

�
の
地
点　
�
の
地
点
か
ら
三
一
五
度
三
九
分
三
一
秒
、
五
四
・
四
八
メ
ー
ト
ル
の
地
点

�
の
地
点　
�
の
地
点
か
ら
五
〇
度
〇
三
分
二
三
秒
、
一
二
二
・
八
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

�
の
地
点　
�
の
地
点
か
ら
九
六
度
一
一
分
四
三
秒
、
一
一
・
一
六
メ
ー
ト
ル
の
地
点

�
の
地
点　
�
の
地
点
か
ら
五
四
度
二
二
分
〇
四
秒
、
三
〇
〇
・
六
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

�
の
地
点　
�
の
地
点
か
ら
六
〇
度
二
二
分
一
二
秒
、
一
九
・
二
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

�
の
地
点　
�
の
地
点
か
ら
七
一
度
〇
九
分
一
二
秒
、
一
四
・
七
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

�
の
地
点　
�
の
地
点
か
ら
八
三
度
二
八
分
二
四
秒
、
一
三
・
九
九
メ
ー
ト
ル
の
地
点

�
の
地
点　
�
の
地
点
か
ら
九
五
度
〇
六
分
〇
四
秒
、
一
六
・
七
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

�
の
地
点　
�
の
地
点
か
ら
一
一
〇
度
二
一
分
〇
一
秒
、
一
六
・
四
八
メ
ー
ト
ル
の
地
点

�
の
地
点　
�
の
地
点
か
ら
一
二
三
度
五
二
分
〇
一
秒
、
一
七
・
一
九
メ
ー
ト
ル
の
地
点

�
の
地
点　
�
の
地
点
か
ら
一
三
一
度
五
一
分
二
三
秒
、
一
二
・
七
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

�
の
地
点　
�
の
地
点
か
ら
一
三
一
度
三
〇
分
二
九
秒
、
九
一
・
三
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

�
の
地
点　
�
の
地
点
か
ら
一
二
九
度
四
七
分
二
一
秒
、
二
六
・
三
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

�
の
地
点　
�
の
地
点
か
ら
一
〇
八
度
一
三
分
一
四
秒
、
二
三
・
九
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

三　

面
積

　
　

一
二
一
、
三
四
六
・
六
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

四　

埋
立
地
の
用
途

　
　

ふ
頭
用
地
（
護
岸
用
地
含
む
）

五　

縦
覧
期
間

　
　

平
成
二
十
年
四
月
二
十
二
日
か
ら
平
成
二
十
年
五
月
十
二
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
八
十
九
号

　

県
指
定
金
融
機
関
等
の
名
称
、
位
置
及
び
取
扱
事
務
の
範
囲
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
年
四
月
二
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　

県
指
定
金
融
機
関
等
の
名
称
、
位
置
及
び
取
扱
事
務
の
範
囲
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

　

県
指
定
金
融
機
関
等
の
名
称
、
位
置
及
び
取
扱
事
務
の
範
囲
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
三
十
九
年
宮
城
県
告
示
第
百
九

十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
三
第
一
号
の
表
古
川
信
用
組
合
の
項
中

　 

を

 

に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
年
四
月
二
十
二
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
県
指
定
金
融
機
関
等
の
名
称
、
位
置
及
び
取

扱
事
務
の
範
囲
に
関
す
る
規
程
の
規
定
は
、
同
年
四
月
二
十
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

 
公

告

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
四
月
二
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

落
札
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

宮
城
県
庶
務
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
に
係
る
保
守
・
運
用
等
業
務

一
式

二　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

企
画
部
情
報
シ
ス
テ
ム
課　

仙
台
市
青
葉
区
本

町
三
丁
目
八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
四
日

四　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

� �� �� �

� �����

�����
庶
務
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
サ
ポ
ー
ト
企
業
連
合

（
代
表
構
成
員
）
富
士
通
株
式
会
社　

東
北
営
業
本
部　

仙
台
市
青
葉
区
一
番
町
二
丁
目
三
番
二
十
二
号

五　

落
札
金
額　

一
億
四
千
百
七
十
五
万
円
（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
額
を
含
む
。）

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

平
成
二
十
年
二
月
八
日

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
平
成
二
十
年
四
月
十
一
日
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
四
月
二
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

「

吉
岡
支
店

黒
川
郡
大
和
町
吉
岡
字
上
町
二
十
五
番
地

吉
岡
支
店

」

「

吉
岡
支
店

黒
川
郡
大
和
町
吉
田
字
高
田
東
二
十　

九
十

二
街
区
一－

一
画
地

吉
岡
支
店

」

（3）　 平成20年４月22日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第1952号　　 

一　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

多
賀
城
市
町
前
三
丁
目
八
十
番
一

　

大
阪
府
北
区
堂
島
浜
一
丁
目
四
番
四
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｍ
Ｉ
Ｄ
都
市
開
発
株
式
会
社



 
監
査
委
員

第1952号　平成20年４月22日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （4）

〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
２
号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年
法
律
第
67号
）
第
199条

第
９
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
し
た
定
期
監
査
結
果
に
つ
い
て
，
宮

城
県
知
事
か
ら
同
条
第
12項
の
規
定
に
よ
り
下
記
の
措
置
を
講
じ
た
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
，
同
条
同
項
の
規
定
に

基
づ
き
公
表
す
る
。

　
　
平
成
20年
４
月
22日

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
畠
　
　
山
　
　
和
　
　
純
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
袋
　
　
　
　
　
　
　
　
正
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
遊
　
　
佐
　
　
勘
左
衛
門
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
谷
地
森
　
　
涼
　
　
子
　
　
　

１
　
監
査
委
員
の
報
告
日

　
　
平
成
20年
２
月
15日

２
　
通
知
の
あ
っ
た
日

　
　
宮
城
県
知
事
　
　
　
　
　
平
成
20年
３
月
26日

３
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
及
び
措
置
の
内
容

　
�
　
大
河
原
県
税
事
務
所

　
　
ア
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
み
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
さ
ら
に

適
切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。 

（
内
容
）

　
　
　
・
平
成
18年
度
収
入
未
済
額

現
年
度
分
　
210,785,256円

過
年
度
分
　
348,437,565円

合
　
　
計
　
559,222,821円

　
　
　
・
平
成
17年
度
収
入
未
済
額

現
年
度
分
　
130,439,669円

過
年
度
分
　
357,134,056円

合
　
　
計
　
487,573,725円

　
　
イ
　
措
置
の
内
容

　
自
動
車
税
の
徴
収
対
策
に
つ
い
て
，
収
入
未
済
額
の
大
幅
な
縮
減
と
収
入
率
向
上
を
目
指
し
て
，
預
貯
金
等

の
債
権
差
押
や
捜
索
に
よ
る
動
産
差
押
を
積
極
的
に
行
う
な
ど
，
差
押
に
重
点
を
置
い
た
滞
納
整
理
を
実
施
す

る
。
ま
た
，
収
入
未
済
額
に
占
め
る
割
合
が
最
も
大
き
い
個
人
県
民
税
に
つ
い
て
，
住
民
税
徴
収
対
策
会
議
の

開
催
，
共
同
催
告
・
共
同
徴
収
等
の
実
施
の
ほ
か
，
地
方
税
法
第
48条
に
よ
る
直
接
徴
収
や
同
法
第
20条
の
４

の
徴
収
嘱
託
を
実
施
す
る
。

　
�
　
仙
台
南
県
税
事
務
所

　
　
ア
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
み
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
さ
ら
に

適
切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

（
内
容
）

　
　
　
・
平
成
18年
度
収
入
未
済
額

現
年
度
分
　
200,087,826円

過
年
度
分
　
484,981,983円

合
　
　
計
　
685,069,809円

　
　
　
・
平
成
17年
度
収
入
未
済
額

現
年
度
分
　
244,425,344円

過
年
度
分
　
501,850,671円

合
　
　
計
　
746,276,015円

　
　
イ
　
措
置
の
内
容

　
「
平
成
19年
度
県
税
事
務
実
施
計
画
」
に
基
づ
き
，
滞
納
整
理
の
早
期
着
手
と
事
案
に
即
し
た
滞
納
整
理
に

努
め
，
全
所
体
制
で
の
自
動
車
税
集
中
滞
納
整
理
，
預
貯
金
等
の
債
権
差
押
，
差
押
動
産
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

公
売
等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
，
休
日
，
夜
間
納
税
相
談
窓
口
を
開
設
し
，
税
収
の
確
保
と
滞
納
額
縮
減
を
図
っ

た
。

　
�
　
栗
原
県
税
事
務
所

　
　
ア
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
み
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
さ
ら
に

適
切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

（
内
容
）

　
　
　
・
平
成
18年
度
収
入
未
済
額

現
年
度
分
　
32,448,402円

過
年
度
分
　
100,968,525円

合
　
　
計
　
133,416,927円



（5）　 平成20年４月22日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第1952号　　 
　
　
　
・
平
成
17年
度
収
入
未
済
額

現
年
度
分
　
35,732,309円

過
年
度
分
　
110,231,663円

合
　
　
計
　
145,963,972円

　
　
イ
　
措
置
の
内
容

　
宮
城
県
税
収
確
保
対
策
３
カ
年
計
画
に
基
づ
き
，
組
織
的
に
進
行
管
理
を
行
い
早
期
の
電
話
催
促
や
財
産
差

押
等
を
実
施
す
る
な
ど
効
率
的
・
効
果
的
な
滞
納
整
理
を
進
め
，
収
入
未
済
額
の
縮
減
に
努
め
て
い
る
。

　
ま
た
，
個
人
県
民
税
に
つ
い
て
は
，
住
民
税
徴
収
対
策
会
議
を
開
催
し
各
種
徴
収
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

　
�
　
登
米
県
税
事
務
所

　
　
ア
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
み
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
さ
ら
に

適
切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。 

（
内
容
）

　
　
　
・
平
成
18年
度
収
入
未
済
額

現
年
度
分
　
47,106,754円

過
年
度
分
　
113,437,913円

合
　
　
計
　
160,544,667円

　
　
　
・
平
成
17年
度
収
入
未
済
額

現
年
度
分
　
51,013,504円

過
年
度
分
　
115,015,505円

合
　
　
計
　
166,029,009円

　
　
イ
　
措
置
の
内
容

　
平
成
19年
度
県
税
滞
納
額
縮
減
対
策
目
標
・
事
業
計
画
及
び
平
成
19年
度
県
税
事
務
実
施
計
画
に
基
づ
き
，

滞
納
案
件
に
即
し
た
適
切
な
預
貯
金
・
給
与
・
電
話
加
入
権
・
不
動
産
等
の
差
押
え
な
ど
を
積
極
的
に
実
施
し
，

税
収
の
確
保
と
収
入
未
済
額
の
縮
減
を
図
っ
て
い
く
。

　
�
　
気
仙
沼
県
税
事
務
所

　
　
ア
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
み
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
さ
ら
に

適
切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

（
内
容
）

　
　
　
・
平
成
18年
度
収
入
未
済
額

現
年
度
分
　
50,299,145円

過
年
度
分
　
160,891,162円

合
　
　
計
　
211,190,307円

　
　
　
・
平
成
17年
度
収
入
未
済
額

現
年
度
分
　
61,603,445円

過
年
度
分
　
159,289,126円

合
　
　
計
　
220,892,571円

　
　
イ
　
措
置
の
内
容

　
収
入
未
済
額
の
大
半
を
占
め
る
個
人
県
民
税
・
自
動
車
税
の
徴
収
を
強
化
す
る
た
め
，
個
人
県
民
税
に
つ
い

て
は
，
管
内
市
町
と
協
力
し
地
方
税
法
第
48条
に
よ
る
直
接
徴
収
や
共
同
催
告
・
徴
収
を
実
施
す
る
。

　
ま
た
，
自
動
車
税
に
つ
い
て
は
，
捜
索
に
よ
る
動
産
等
の
差
押
え
や
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
を
活
用
し
た
車
両
差
押

え
を
実
施
す
る
。

　
�
　
大
崎
地
方
振
興
事
務
所

　
　
ア
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
補
助
金
に
お
い
て
，
不
正
受
給
等
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
実
績
確
認
を
徹
底
す
る
な
ど
，
今
後
再
発
し
な
い

よ
う
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

（
内
容
）

　
市
町
村
振
興
総
合
補
助
金
に
つ
い
て
，
平
成
17年
度
に
作
成
し
た
は
ず
の
「
交
流
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
が
作
成

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
発
覚
し
た
た
め
，
立
入
検
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
，
補
助
対
象
事
業
で
あ
る
「
な
ん
ご

う
食
と
農
の
散
策
路
（
ア
グ
リ
ロ
ー
ド
）
事
業
」
の
一
部
事
業
は
未
実
施
で
あ
り
，
市
町
村
振
興
総
合
補
助
金

を
不
正
受
給
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
も
の
。

　
　
　
・
間
接
補
助
事
業
名
　
平
成
17年
度
市
町
村
振
興
総
合
補
助
金

　
　
　
・
間
接
補
助
事
業
者
　
な
ん
ご
う
食
と
農
の
散
策
路
推
進
会
議

　
　
　
・
間
接
補
助
金
額
　
　
1,000,000円

　
　
　
・
返
還
対
象
額
　
　
　
373,000円

　
　
イ
　
措
置
の
内
容

　
平
成
17年
度
市
町
村
振
興
総
合
補
助
金
の
不
適
正
執
行
発
覚
後
，
美
里
町
に
対
し
，
補
助
金
返
還
と
と
も
に

再
発
防
止
策
の
提
出
を
求
め
，
そ
の
防
止
策
に
基
づ
き
，
適
正
な
事
務
処
理
が
行
わ
れ
て
い
る
か
事
後
確
認
を

行
っ
た
。

　
ま
た
，
管
内
市
町
等
に
対
し
，
補
助
金
の
適
正
な
執
行
に
つ
い
て
通
知
す
る
と
と
も
に
，
直
接
訪
問
し
説
明

す
る
こ
と
で
周
知
徹
底
も
図
っ
て
い
る
。
管
内
の
県
地
方
機
関
に
お
い
て
も
，
市
町
村
総
合
補
助
金
の
事
業
を
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直
接
担
当
し
て
い
る
保
健
福
祉
事
務
所
及
び
当
所
各
部
に
対
し
て
，
適
切
な
執
行
管
理
と
厳
正
な
確
認
調
査
の

実
施
の
徹
底
を
周
知
し
，
内
部
で
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
強
化
し
て
い
る
。

　
市
町
村
振
興
総
合
補
助
金
は
，
市
町
村
の
自
主
性
・
自
立
性
を
促
進
す
る
と
と
も
に
，
事
務
手
続
き
の
簡
素

化
・
効
率
化
を
狙
い
と
し
て
い
る
が
，
確
認
項
目
の
明
確
化
や
間
接
補
助
に
係
る
確
認
方
法
の
見
直
し
な
ど
，

よ
り
適
切
な
調
査
方
法
の
確
立
に
向
け
，
主
務
課
で
あ
る
地
域
振
興
課
に
お
い
て
改
正
に
向
け
た
検
討
を
行
っ

て
い
る
。

　
�
　
佐
沼
警
察
署

　
　
ア
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
工
事
に
よ
り
撤
去
し
た
エ
ア
コ
ン
の
処
分
に
つ
い
て
，
関
係
法
令
（
特
定
家
庭
用
機
器
再
商
品
化
法
）
に
基

づ
き
適
正
に
処
分
さ
れ
た
か
ど
う
か
確
認
し
て
い
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
対

策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

（
内
容
）

　
　
　
・
工
事
名
　
当
直
仮
眠
室
エ
ア
コ
ン
交
換
工
事

　
　
　
・
契
約
額
　
378,000円

　
　
　
・
工
　
期
　
平
成
18年
７
月
25日
～
平
成
18年
８
月
４
日

　
　
イ
　
措
置
の
内
容

　
廃
家
電
製
品
等
の
廃
棄
処
分
の
確
認
に
つ
い
て
は
，
関
係
法
令
に
則
っ
て
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
制
度
に
よ
る
処
分

確
認
を
徹
底
す
る
な
ど
，
再
発
防
止
に
努
め
る
こ
と
と
し
た
。


